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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズと内部にレンズを保持するレンズホルダとを備えた光学ユニットと、固体撮像素
子を有する撮像ユニットとを備えた固体撮像装置において、
　レンズホルダを移動させない一方、電磁力の作用によりレンズホルダとは独立してレン
ズ自身を移動させることによって、レンズの位置を調整する位置調整部を備えていること
を特徴とする固体撮像装置。
【請求項２】
　位置調整部は、
　コイルと磁性体と弾性体とを備え、
　コイルと磁性体との間に作用する電磁力によって、弾性体を伸縮させることにより、レ
ンズ位置を調整するようになっていることを特徴とする請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項３】
　上記コイルまたは磁性体が、レンズホルダに設けられており、
　レンズホルダに設けられたコイルまたは磁性体に、弾性体が連結されているとともに、
弾性体によってレンズが保持されていることを特徴とする請求項２に記載の固体撮像装置
。
【請求項４】
　光学ユニットと撮像ユニットとが、互いに着脱可能に固定されていることを特徴とする
請求項１に記載の固体撮像装置。
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【請求項５】
　レンズホルダが、撮像ユニットに固定されていることを特徴とする請求項４に記載の固
体撮像装置。
【請求項６】
　撮像ユニットは、固体撮像素子の受光面を覆う透光性蓋部と、透光性蓋部の表面が露出
するように、樹脂封止する封止部とを備え、
　レンズホルダと、透光性蓋部の露出部分とが嵌合していることを特徴とする請求項５に
記載の固体撮像装置。
【請求項７】
　上記封止部から露出した透光性蓋部の外縁の全域が、レンズホルダに覆われており、
　レンズホルダの底面と封止部の表面とが、互いに接触していることを特徴とする請求項
６に記載の固体撮像装置。
【請求項８】
　上記コイル、磁性体、および弾性体の全てが、光学ユニットに設けられていることを特
徴とする請求項２に記載の固体撮像装置。
【請求項９】
　磁性体および弾性体が、光学ユニットに設けられており、
　コイルが、撮像ユニットに設けられていることを特徴とする請求項２に記載の固体撮像
装置。
【請求項１０】
　磁性体が、レンズの周囲にはめ込まれており、
　弾性体の一端が、レンズホルダに固定されており、他端が磁性体に連結されていること
を特徴とする請求項２に記載の固体撮像装置。
【請求項１１】
　光学ユニットと撮像ユニットとが、一括して樹脂封止されていることを特徴とする請求
項２に記載の固体撮像装置。
【請求項１２】
　光学ユニットは、レンズホルダに固定された押圧部材と、その押圧部材を支持する支持
部とを備え、
　光学ユニットを撮像ユニットに固定したときに、押圧部材がレンズホルダを透光性蓋部
に押圧することにより、レンズホルダの底面と封止部の表面とが、互いに接触するように
なっていることを特徴とする請求項７に記載の固体撮像装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の固体撮像装置を備えた電子機器。
【請求項１４】
　レンズと内部にレンズを保持するレンズホルダとを備えた光学ユニットであって、
　レンズホルダを移動させない一方、電磁力の作用によりレンズホルダとは独立してレン
ズ自身を移動させることによって、レンズの位置を調整する位置調整部を備えていること
を特徴とする光学ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電磁力の作用によって、レンズホルダに保持されたレンズの位置を変更する
ことができる光学ユニット、およびその光学ユニットを備えた固体撮像装置並びに電子機
器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話等に使用される撮像用のカメラモジュール（固体撮像装置）は、固体撮
像素子（ＣＣＤ（charge-coupled device）またはＣＭＯＳ（complementary metal-oxide
 semiconductor）センサーＩＣ（integrated circuits）），赤外線フィルタ，および端
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子を有する配線基板と、レンズと、レンズを保持するレンズ保持具とが一体となった構成
である。
【０００３】
　このようなカメラモジュールでは、（ａ）固体撮像素子の撮像面の光学的な中心と、レ
ンズの光学的な中心とが一致していること、および、（ｂ）その撮像面のなす平面と、レ
ンズの光軸とが直交することの、２つの条件を満たすことが重要である。
【０００４】
　固体撮像素子に対するレンズの位置合わせ精度が悪いと、これらの条件が満たされない
。その結果、ピントが合わない、または、固体撮像素子が認識する画像が暗いなどの問題
が生じる。
【０００５】
　そこで、カメラモジュールの製造の最終出荷時に、これらの条件を満たすように、レン
ズ位置の調整が行われる。このレンズ位置の調整では、レンズと固体撮像素子との距離（
光学距離または焦点距離）が、レンズの結像距離に調整される。
【０００６】
　しかし、光学調整工程には、高額な設備投資および作業人員の確保が必要となる。しか
も、光学調整には熟練を要することから、充分な作業時間も必要であった。
【０００７】
　さらに、光学調整を行うためには、レンズホルダに光学調整用の構成を備える必要があ
るため、従来のカメラモジュールは、構造的に小型化することが困難となる。しかも、レ
ンズホルダが機構部品から構成されていると、大量生産も困難となる。その上、材料費な
ど生産コストに占める割合が高くなり、生産コストのアップをもたらしていた。
【０００８】
　特許文献１には、図２０に示すように、光学調整を簡単に行うことができるカメラモジ
ュールが開示されている。このカメラモジュールでは、レンズ２１１を保持するレンズホ
ルダ２０１と、固体撮像素子２２４の上面に高精度に配置したガラス板２２６とを接触さ
せるとともに、レンズホルダ２０１と配線基板２２１とを、接着剤２２７で接着している
。これによって、レンズと固体撮像素子との間の光学距離（焦点距離）と、レンズの結像
距離とを一致させている。このため、この構成では、光学調整工程が不要である。
【０００９】
　特許文献２には、図２１に示すように、小型軽量、かつ、レンズを直線移動させても径
方向のブレが生じさせないことを目的とした、レンズ駆動装置が開示されている。図２１
のレンズ駆動装置は、コイル３１５ａに電流を印加することによって、電磁力の作用によ
り、電磁力とバネ３１３ａの弾性力とが釣り合う位置に、レンズ３１１を移動させる構成
となっている。
【特許文献１】特開２００４３０１９３８号公報（２００４年１０月２８日公開）
【特許文献２】特開２００３－２９５０３３号公報（２００３年１０月１５日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、従来の構成では、レンズ位置の微調整が困難であるため、レンズの位置
合わせ精度が低いという問題がある。
【００１１】
　具体的には、特許文献１の構成は、単焦点であるため、組み立て後に、レンズ２１１の
位置を変えることはできない。
【００１２】
　一方、特許文献２の構成では、レンズホルダごとレンズを移動させるため、必然的にマ
グネット（図示せず）やコイル３１３ａなどが大きくなる。このため、レンズ３１１ａと
ともに駆動する必要のある重量が重くなる。その結果、レンズ３１１ａの位置の微調整は
非常に困難である。さらに、レンズ３１１ａの位置の調整時の応答速度も遅く、レンズ位
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置の調整にかかる電力消費量も大きい。
【００１３】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、レンズ位置の微調
整が容易であり、レンズの位置合わせ精度の高い光学ユニットと、その光学ユニットを備
えた固体撮像装置並びに電子機器とを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の固体撮像装置は、上記の課題を解決するために、レンズと内部にレンズを保持
するレンズホルダとを備えた光学ユニットと、固体撮像素子を有する撮像ユニットとを備
えた固体撮像装置において、
　電磁力の作用により、レンズホルダとは独立してレンズを移動させることによって、レ
ンズの位置を調整する位置調整部を備えていることを特徴としている。
【００１５】
　従来の固体撮像装置は、レンズ位置を調整するときに、レンズを保持したレンズホルダ
を移動させており、レンズ自体を移動させるものではない。このため、レンズ位置を調整
時に位置調整部にかかる荷重が大きい。従って、レンズ位置の微調整は非常に困難であり
、レンズ位置の調整時の応答速度も遅く、レンズ位置の調整にかかる電力消費量も大きい
。
【００１６】
　これに対し、上記の発明によれば、位置調整部は、電磁力の作用によりレンズを移動さ
せることによって、レンズの位置を調整する。しかも、位置調整部は、レンズホルダとは
独立して、レンズを移動させる。このため、レンズ位置を調整するときに位置調整部にか
かる荷重は、小さくなる。従って、レンズ位置を容易に微調整することができる。それゆ
え、レンズの位置合わせ精度を高めることができる。さらに、レンズ位置の調整時の応答
速度を速めることもできるとともに、レンズ位置の調整にかかる電力消費量も、低減する
こともできる。
【００１７】
　なお、「レンズ位置」とは、固体撮像素子に対するレンズの位置、または、レンズが保
持される位置のことを示し、「レンズ位置を調整する」とは、これらの位置を変更して、
レンズと固体撮像素子との距離、または、レンズが保持される位置を、任意に調整するこ
とを示す。また、位置調整部は、光学ユニット（レンズユニット）備えられた１枚または
複数枚のレンズのうち、少なくとも１枚のレンズの位置を調整するものであればよい。
【００１８】
　本発明の固体撮像装置では、位置調整部は、コイルと磁性体と弾性体とを備え、コイル
と磁性体との間に作用する電磁力によって、弾性体を伸縮させることにより、レンズ位置
を調整するようになっていることが好ましい。
【００１９】
　上記の発明によれば、位置調整部は、コイルと磁性体と弾性体とを備えている。このた
め、コイルへ電流が供給されると磁界が発生し、その磁界が磁性体に作用する。その結果
、コイルと磁性体との間に、電磁力が作用する。そして、その電磁力の作用（引力）また
は反作用（斥力）によって、弾性体が伸縮する。これにより、電磁力と弾性力とが釣り合
う位置に、レンズを移動させることができる。電磁力はコイルへの電流量によって制御す
ることができ、弾性力は弾性体に固有の値である。従って、弾性体の弾性力に応じて、コ
イルへの電流量を調節することによって、レンズの移動量を容易に制御することができる
。それゆえ、レンズ位置の微調整をより高精度に行うことができる。
【００２０】
　本発明の固体撮像装置は、上記コイルまたは磁性体が、レンズホルダに設けられており
レンズホルダに設けられたコイルまたは磁性体に、弾性体が連結されているとともに、弾
性体によってレンズが保持されている構成であってもよい。
【００２１】
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　上記の発明によれば、レンズホルダに設けられたコイルまたは磁性体に、弾性体が連結
され一体となっている。言い換えれば、弾性体の一端にレンズホルダに接続されたコイル
または磁性体が接続されており、他端に弾性体が連結される。そして、その弾性体によっ
て、レンズが保持されている。これにより、位置調整部の構成を簡略化することができ、
ひいては固体撮像装置の軽量化および低価格化を実現することができる。
【００２２】
　なお、この構成では、弾性体に連結されないコイルまたは磁性体が、レンズホルダに埋
設されていることが好ましい。例えば、コイルをレンズホルダに埋設すると、コイルは固
定されることになる。このため、電磁力が作用して移動するのは、レンズホルダに設けら
れた磁性体である。つまり、磁性体およびコイルの一方の位置が固定され、他方の位置が
電磁力によって移動する。従って、レンズの移動量を容易に制御することができる。それ
ゆえ、レンズ位置の微調整をより高精度に行うことができる。
【００２３】
　また、コイルおよび磁性体のいずれもが、レンズホルダに設けられた構成であってもよ
い。
【００２４】
　本発明の固体撮像装置は、光学ユニットと撮像ユニットとが、互いに着脱可能に固定さ
れている構成であってもよい。
【００２５】
　上記の発明によれば、光学ユニットと撮像ユニットとが、互いに着脱可能に固定されて
いる。このため、各ユニットを組み立てた後に、一方のユニットに故障が生じても、故障
したユニットの交換が容易である。
【００２６】
　本発明の固体撮像装置は、レンズホルダが、撮像ユニットに固定されている構成であっ
てもよい。
【００２７】
　上記の発明によれば、レンズホルダが撮像ユニットに着脱可能に固定されるため、レン
ズホルダの移動は拘束される。このため、レンズホルダを移動させることなく、位置調整
部によってレンズ位置を変動させることができる。つまり、固体撮像装置が、位置調整部
を備えさえすれば、レンズ位置を調整することができる。これにより、レンズ位置の調整
に必要な構成の小型化、それに伴う固体撮像装置の小型化も実現することができる。
【００２８】
　本発明の固体撮像装置は、撮像ユニットが、固体撮像素子の受光面を覆う透光性蓋部と
、透光性蓋部の表面が露出するように、樹脂封止する封止部とを備え、レンズホルダと、
透光性蓋部の露出部分とが嵌合している構成であってもよい。
【００２９】
　上記の発明によれば、レンズホルダと、樹脂から露出した透光性蓋部の露出部分とが嵌
合することによって、光学ユニットと撮像ユニットとが互いに着脱可能に固定される。こ
れにより、光学ユニットと撮像ユニットとの着脱および故障したユニットの交換が、容易
となる。
【００３０】
　本発明の固体撮像装置は、上記封止部から露出した透光性蓋部の外縁の全域が、レンズ
ホルダに覆われており、レンズホルダの底面と封止部の表面とが、互いに接触している構
成であってもよい。
【００３１】
　上記の発明によれば、レンズホルダと透光性蓋部との嵌合によって、露出した透光性蓋
部の外縁の全域が、レンズホルダに覆われる。さらに、レンズホルダの底面と封止部の表
面とが、互いに接触（面接触）する。従って、不要な外部からの光が、透光性蓋部の外縁
（側面）から入り込むのを確実に防ぐことができる。
【００３２】
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　本発明の固体撮像装置は、上記コイル、磁性体、および弾性体の全てが、光学ユニット
に設けられている構成であってもよい。
【００３３】
　上記の発明によれば、コイル、磁性体、および弾性体が、全て光学ユニットに設けられ
ている。これにより、コイル、磁性体、および弾性体を、近傍に配置することができるた
め、位置調整部の小型化および軽量化を実現することができる。さらに、コイルと磁性体
とを互いに近傍に配置することができるため、小さな磁力でレンズを移動させることがで
きる。これにより、消費電流の削減できるとともに、漏洩する磁力も削減することができ
る。
【００３４】
　本発明の固体撮像装置は、磁性体および弾性体が、光学ユニットに設けられており、コ
イルが、撮像ユニットに設けられている構成であってもよい。
【００３５】
　上記の発明によれば、位置調整部を構成するコイルが、撮像ユニットに設けられている
。このため、光学ユニットにはコイルに電流を供給するための構成（接点等）を設ける必
要がない。従って、光学ユニットの構成を簡素化することができる。
【００３６】
　本発明の固体撮像装置は、磁性体が、レンズの周囲にはめ込まれており、弾性体の一端
が、レンズホルダに固定されており、他端が磁性体に連結されている構成であってもよい
。
【００３７】
　上記の発明によれば、磁性体がレンズの周囲を覆っているため、磁性体がレンズを保持
することになる。また、弾性体はレンズホルダに固定されるとともに、レンズを保持した
磁性体を保持している。つまり、弾性体が、間接的にレンズを保持することになる。これ
により、弾性体の設置位置を固定した状態で、レンズ位置を調整することができる。
【００３８】
　本発明の固体撮像装置は、光学ユニットと撮像ユニットとが、一括して樹脂封止されて
いる構成であってもよい。
【００３９】
　上記の発明によれば、光学ユニットと撮像ユニットとが、樹脂により一体化される。こ
れにより、固体撮像装置の耐衝撃性および耐環境性を向上させることができる。
【００４０】
　本発明の固体撮像装置は、光学ユニットは、レンズホルダに固定された押圧部材と、そ
の押圧部材を支持する支持部とを備え、光学ユニットを撮像ユニットに固定したときに、
押圧部材がレンズホルダを透光性蓋部に押圧することにより、レンズホルダの底面と封止
部の表面とが、互いに接触するようになっている構成であってもよい。
【００４１】
　上記の発明によれば、レンズホルダに固定された押圧部材と、その押圧部材を支持する
支持部とを備えている。しかも、押圧部材は、光学ユニットと撮像ユニットとを固定した
ときに、レンズホルダを透光性蓋部に押圧し、レンズホルダの底面と封止部の表面とが、
互いに接触するようになっている。これにより、光学ユニットを撮像ユニットに強固に固
定することができる。さらに、外部からの衝撃を押圧部材が吸収するため、衝撃から固体
撮像装置を保護することができる。
【００４２】
　本発明の電子機器は、前記いずれかの固体撮像装置を備えている。
【００４３】
　上記の発明によれば、本発明の固体撮像装置を備えているため、レンズ位置の微調整を
容易に行うことのできる電子機器を提供することができる。
【００４４】
　本発明の光学ユニットは、レンズと内部にレンズを保持するレンズホルダとを備えた光
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学ユニットであって、電磁力の作用により、レンズホルダとは独立してレンズを移動させ
ることによって、レンズの位置を調整する位置調整部を備えている。
【００４５】
　上記の発明によれば、位置調整部は、電磁力の作用によりレンズを移動させることによ
って、レンズの位置を調整する。しかも、位置調整部は、レンズホルダとは独立して、レ
ンズを移動させる。このため、レンズ位置を調整するときに位置調整部にかかる荷重は、
小さくなる。従って、レンズ位置を容易に微調整することができる。それゆえ、レンズの
位置合わせ精度を高めることができる。さらに、レンズ位置の調整時の応答速度を速める
こともできるとともに、レンズ位置の調整にかかる電力消費量も、低減することができる
。
【発明の効果】
【００４６】
　本発明の固体撮像装置および光学ユニットは、以上のように、電磁力の作用により、レ
ンズホルダとは独立してレンズを移動させることによって、レンズの位置を調整する位置
調整部を備えている。これにより、レンズ位置を調整するときに位置調整部にかかる荷重
は、小さくなる。従って、レンズの位置を、容易に微調整することができる。それゆえ、
レンズの位置合わせ精度を高めることができるという効果を奏する。さらに、レンズ位置
の調整時の応答速度を速めることもできるとともに、レンズ位置の調整にかかる電力消費
量も、低減することができるという効果も奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４７】
　以下、本発明の実施の一形態について、図面に基づいて説明する。
【００４８】
　本発明の固体撮像装置は、カメラ付き携帯電話，ディジタルスチルカメラ，セキュリテ
ィカメラなどの撮影可能な電子機器に好適である。本実施形態では、カメラ付き携帯電話
機に適用されるカメラモジュール（固体撮像装置）について説明する。
【００４９】
　図１は、本実施形態のカメラモジュール１００ａの断面図である。カメラモジュール１
００ａは、レンズユニット（光学ユニット）１ａと、撮像ユニット２ａとを組み合わせて
製造されたものであり、レンズユニット１ａが撮像ユニット２ａに搭載された構成となっ
ている。以下の説明では、便宜上、レンズユニット１ａ側を上方、撮像ユニット２ａ側を
下方とする。
【００５０】
　＜レンズユニット１ａ＞
　まず、レンズユニット１ａについて説明する。図２は、レンズユニット１ａの断面図で
ある。図３（ａ）はレンズユニット１ａの外観の斜視図、図３（ｂ）はレンズユニット１
ａの上面図である。図４（ａ）は、図３（ａ）のレンズユニット１ａの上下（表裏）を逆
にしたときの外観を示す斜視図であり、図４（ｂ）は、レンズユニット１ａの裏面図であ
る。
【００５１】
　レンズユニット１ａは、被写体像を形成する撮影光学系（光学構造体）である。つまり
、レンズユニット１ａは、外部からの光を撮像ユニット２ａの受光面（撮像面）へ導くた
めの光路画定器である。
【００５２】
　レンズユニット１ａは、図２に示すように、レンズ１１，レンズホルダ１２，弾性体１
３，弾性体保持具１３ａ，磁性体１４，およびコイル１５から構成される。本実施形態で
は、後述のように、弾性体１３，弾性体保持具１３ａ，磁性体１４，およびコイル１５が
、レンズ１１の位置を調整する位置調整部として機能する。位置調整部は、レンズ１１を
駆動するための駆動部（駆動装置）である。
【００５３】
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　レンズホルダ１２は、内部にレンズ１１を保持（支持）するための枠体であり、レンズ
１１はレンズホルダ１２の中央上方に配置される。また、レンズホルダ１２は、レンズユ
ニット１ａを撮像ユニット２ａ上の適切な位置に配置するための役割も果たす。レンズホ
ルダ１２は、中空（筒状）の部材であり、その内部にレンズ１１が保持される。このため
、レンズ１１から固体撮像素子２４の受光面までの光路は確保される。
【００５４】
　レンズホルダ１２は、図３（ａ）に示すように、上部中央にレンズ１１が配置される鏡
筒部１２ａと、レンズユニット１ａを撮像ユニット２ａ上の適切な位置に配置するための
位置合わせ部１２ｂとから構成される。なお、鏡筒部１２ａは、レンズユニット１ａの胴
体部とも言え、位置合わせ部１２ｂは、レンズユニット１ａの鍔部（フランジ）とも言え
る。
【００５５】
　鏡筒部１２ａの内周部（内側面）には、図２に示すように、弾性体１３および磁性体１
４が設けられている。また、磁性体１４の近傍のレンズホルダ１２内には、コイル１５が
埋設されている。そして、弾性体１３と磁性体１４とは、弾性体保持具１３ａによって、
互いに連結されている。なお、弾性体保持具１３ａは、レンズホルダ１２（鏡筒部１２ａ
）には、接続されていない。
【００５６】
　弾性体１３は環状であり、その内部にレンズ１１が保持されている。弾性体１３は、レ
ンズホルダ１２の軸心とレンズ１１の光軸とが一致するように、レンズ１１を保持する。
一方、弾性体保持具１３ａ、および磁性体１４は、いずれも中空（筒状）の部材である。
弾性体保持具１３ａの上端部には弾性体１３が、下端部には磁性体１４が配置される。図
３（ｂ）に示すように、レンズユニット１ａは、レンズ１１を中心として、その外側に、
レンズ１１を保持する弾性体１３，弾性体１３を保持するレンズホルダ１２（鏡筒部１２
ａ，位置合わせ部１２ｂ）の順に配置される。
【００５７】
　弾性体１３は、伸縮自在であり、この伸縮によって、レンズ１１の位置を変動させる。
弾性体１３は、電磁力の作用によって伸縮する。また、弾性体保持具１３ａも伸縮自在と
なっており、弾性体１３の伸縮動作に連動するようになっている。弾性体１３を伸縮させ
る電磁力は、コイル１５から発生する磁界が、磁性体１４に作用することによって生じる
。カメラモジュール１００ａは、このような電磁力の作用により、レンズ１１の位置を制
御する。また、本実施形態では、位置調整部として機能する弾性体１３，磁性体１４，お
よびコイル１５が、全てレンズユニット１ａに設けられている。このため、弾性体１３，
磁性体１４，およびコイル１５を、それぞれ近傍に配置することができる。これにより、
位置調整部の小型化および軽量化を実現することができる。さらに、磁性体１４およびコ
イル１５を互いに近傍に配置することができるため、小さな磁力でレンズ１１を移動させ
ることができる。これにより、消費電流を削減できるとともに、漏洩する磁力も削減する
ことができる。
【００５８】
　なお、レンズ１１の位置調整については後述する。また、弾性体１３は、例えばバネ、
ゴム、エラストマーなどを用いることができる。
【００５９】
　一方、位置合わせ部１２ｂは、鏡筒部１２ａよりも外径が大きくなっている。また、位
置合わせ部１２ｂの底部には、コイル１５に電流を供給するための接点（接続端子）１２
ｃが形成されている。また、図４（ａ）および図４（ｂ）に示すように、位置合わせ部１
２ｂには、開口１２ｄが形成されている。この開口１２ｄは、撮像ユニット２ａ上のレン
ズユニット１ａが配置されるべき領域に、嵌合する形状である。このため、後述のように
、この開口１２ｄによって、レンズユニット１ａは、撮像ユニット２ａの適切な位置に、
確実に搭載される。このように、開口１２ｄは、レンズユニット１ａにおける撮像ユニッ
ト２ａとの位置合わせ機能を果たす。
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【００６０】
　＜撮像ユニット２ａ＞
　次に、撮像ユニット２ａについて説明する。
撮像ユニット２ａは、レンズユニット１ａによって形成される被写体像を、電気信号に変
換する撮像部である。つまり、撮像ユニット２ａは、レンズユニット１ａから入射された
入射光を光電変換するセンサデバイスである。
【００６１】
　撮像ユニット２ａは、図１に示すように、配線基板２１上に、ＤＳＰ（digital signal
 processor）２２，スペーサ２３，固体撮像素子２４，接着部２５，および透光性蓋部２
６を備え、これらが配線基板２１上に積層された構造である。また、配線基板２１の表面
（ＤＳＰ２２等が実装される面）には、端子２１ａが形成されている。端子２１ａは、Ｄ
ＳＰ２２および固体撮像素子２４のそれぞれに、ワイヤ２７を介して電気的に接続されて
いる。さらに、端子２１ａは、レンズユニット１ａのコイル１５に電流を供給するための
接点２９とも電気的に接続されている。そして、図１では、撮像ユニット２ａは、これら
配線基板２１上に形成された各部材が、モールド樹脂からなる封止部２８によって封止さ
れた構成（樹脂封止）となっている。ただし、封止部２８は、接点２９の表面が露出する
ように、これらの部材を封止する。
【００６２】
　以下、撮像ユニット２ａを構成する各部材について、詳細に説明する。
配線基板２１は、図示しないパターニングされた配線を有する基板である。配線基板２１
は、例えば、プリント基板，またはセラミック基板などである。配線基板２１の表面には
ワイヤボンド用の端子２１ａが、裏面には、外部接続用の電極２１ｂが、それぞれ形成さ
れている。端子２１ａと電極２１ｂとは、互いに電気的に接続される。
【００６３】
　端子２１ａは、配線基板２１の中央部に積層されるＤＳＰ２２および固体撮像素子２４
と、各々ワイヤ２７によって電気的に接続されており、互いに電気信号の送受が可能とな
っている。さらに、端子２１ａは、接点２９とも電気的に接続されており、コイル１５へ
の電力供給が可能となっている。また、電極２１ｂによって、カメラモジュール１００ａ
と、これを搭載したディジタルカメラ又はカメラ付き携帯電話等の電子機器との間で、信
号の入出力が可能となっている。
【００６４】
　ＤＳＰ２２は、固体撮像素子２４の動作を制御し、固体撮像素子２４から出力される信
号を処理する半導体チップである。なお、配線基板２１上には、ＤＳＰ２２の他に、図示
しないが、プログラムに従って各種演算処理を行うＣＰＵ，そのプログラムを格納するＲ
ＯＭ，各処理過程のデータ等を格納するＲＡＭなどの電子部品も備えている。そして、こ
れらの電子部品によって、カメラモジュール１００ａ全体が制御される。
【００６５】
　なお、ＤＳＰ２２の表面には、電気信号の入出力などを行うための複数のボンディング
パッド（図示せず）が形成されている。
【００６６】
　スペーサ２３は、ＤＳＰ２２と固体撮像素子２４との間に配置されるとともに、これら
の間の距離を調整するものである。すなわち、ＤＳＰ２２に接続されるワイヤ２７と固体
撮像素子２４に接続されるワイヤ２７との接触、および、ＤＳＰ２２に接続されるワイヤ
２７と固体撮像素子２４との接触を避けるように、スペーサ２３の高さが調整される。ス
ペーサ２３としては、例えば、シリコン片などを適用することができる。
【００６７】
　固体撮像素子２４は、レンズユニット１ａで形成された被写体像を、電気信号に変換す
るものである。つまり、レンズユニット１ａから入射された入射光を光電変換するセンサ
デバイスである。固体撮像素子２４は、例えば、ＣＣＤまたはＣＭＯＳセンサーＩＣであ
る。固体撮像素子２４の表面（上面）には、複数の画素がマトリクス状に配置された受光
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面（図示せず）が形成されている。この受光面は、レンズユニット１ａから入射される光
を透過する領域（光透過領域）であり、画素エリアとも言い換えられる。撮像ユニット２
ａにおける撮像面は、この受光面（画素エリア）である。
【００６８】
　固体撮像素子２４は、この受光面（画素エリア）に結像された被写体像を電気信号に変
換して、アナログの画像信号として出力する。つまり、この受光面で、光電変換が行われ
る。固体撮像素子２４の動作は、ＤＳＰ２２で制御され、固体撮像素子２４で生成された
画像信号は、ＤＳＰ２２で処理される。
【００６９】
　固体撮像素子２４の受光面の周囲には、接着部２５が形成されており、その接着部２５
によって、固体撮像素子２４上に、透光性蓋部２６が接着される。これにより、固体撮像
素子２４の受光面は、透光性蓋部２６によって覆われる。
【００７０】
　接着部２５は、固体撮像素子２４の受光面の外周部を包囲するように形成されている。
これにより、固体撮像素子２４の受光面と対向して、透光性蓋部２６が接着部２５によっ
て接着される。また、このとき、固体撮像素子２４の受光面と透光性蓋部２６との間には
、空間（間隙）Ｓが形成されるように、接着される。このように空間Ｓを密閉すれば、受
光面への湿気の進入、および、受光面への塵埃の進入および付着などを防止することがで
きる。従って、受光面での不良の発生を防ぐことができる。
【００７１】
　透光性蓋部２６は、ガラスなどの透光性部材から構成されている。カメラモジュール１
００ａでは、透光性蓋部２６とレンズホルダ１２とを嵌合させるようになっており、透光
性蓋部２６のサイズは、固体撮像素子２４のサイズよりも小さい。このため、透光性蓋部
２６のサイズを小さくすることによって、レンズホルダ１２（ひいてはレンズユニット１
ａ）のサイズも小さくすることができる。つまり、チップサイズ程に小型化されたカメラ
モジュール１００ａを実現すすることができる。
【００７２】
　なお、本実施形態では、透光性蓋部２６の表面（封止部２８から露出した面）に、赤外
線遮断膜が形成されている。このため、透光性蓋部２６は、赤外線を遮断する機能も備え
ている。
【００７３】
　また、接着部２５は、例えば、固体撮像素子２４上にシート状の接着剤を貼着した後、
フォトリソグラフィ技術で露光及び現像等の処理を施すパターンニングによって形成され
る。フォトリソグラフィ技術を用いれば、接着部２５のパターンニングは高精度に行うこ
とができ、また、シート状の接着剤を用いるため、接着部２５の厚さを均一にすることが
できる。これにより、透光性蓋部２６を固体撮像素子２４の受光面に対して高精度に接着
することができる。
【００７４】
　封止部２８は、配線基板２１上に積層された各部材を、モールド樹脂（封止樹脂）によ
って封止し、それら各部材を固定するものである。封止部２８は、カメラモジュール１０
０ａの光透過領域を避けるように、配線基板２１上に積層された各部材を封止する。この
ため、本実施形態では、図５に示すように、撮像ユニット２ａにおける透光性蓋部２６の
表面（上面）は、封止部２８に封止されず、露出している。これにより、透光性蓋部２６
を経て、固体撮像素子２４の受光面まで光は透過する。なお、封止部２８の表面の高さは
、透光性蓋部２６の表面の高さよりも低くなっているため、透光性蓋部２６の側面の一部
も、封止部２８から露出している。
【００７５】
　また、図５の一点鎖線で示された領域は、撮像ユニット２ａ上のレンズホルダ１２（特
に位置合わせ部１２ｂ）が搭載されるべき領域（搭載領域）である。ここで、本実施形態
では、封止部２８から露出した透光性蓋部２６とレンズホルダ１２の裏面（位置合わせ部
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１２ｂ）に形成された開口１２ｄとが嵌合する。このため、図５の一点鎖線で示された領
域に、確実にレンズホルダ１２が配置される。つまり、レンズユニット１ａと撮像ユニッ
ト２ａとを、高精度に位置合わせすることができる。従って、撮像ユニット２ａの特定の
位置に、確実にレンズユニット１ａを取り付けることができる。しかも、レンズ１１の光
軸と、固体撮像素子２４の光学中心とが一致するように、配置することもできる。
【００７６】
　このように、レンズホルダ１２と、封止部２８から露出した透光性蓋部２６とが嵌合し
ている光学ユニットと撮像ユニットとが互いに着脱可能に固定される。これにより、光学
ユニットと撮像ユニットとの着脱および故障したユニットの交換が、容易となる。
【００７７】
　また、透光性蓋部２６とレンズホルダ１２（開口１２ｄ）とを嵌合させれば、レンズユ
ニット１ａと撮像ユニット２ａとを互いに着脱可能に固定できる。このため、レンズユニ
ット１ａと撮像ユニット２ａとを組み立て後に、一方のユニットに故障が生じても、故障
したユニットの交換が容易である。さらに、レンズホルダ１２が撮像ユニット２ａに固定
されるため、レンズホルダ１２の移動は拘束される。このため、レンズホルダ１２を移動
させることなく、位置調整部によってレンズ１１の位置を変動させることができる。つま
り、カメラモジュール１００ａが、位置調整部を備えさえすれば、レンズ１１の位置を調
整することができる。これにより、レンズ１１の位置の調整に必要な構成の小型化、それ
に伴うカメラモジュール１００ａの小型化も実現することができる。
【００７８】
　また、本実施形態では、透光性蓋部２６と開口１２ｄとの嵌合によって、露出した透光
性蓋部２６の外縁全域が、レンズホルダ１２に覆われる。つまり、透光性蓋部２６の周囲
が、レンズホルダ１２に被覆される。そして、レンズホルダ１２の底面と、封止部２８の
表面とが互いに接触（面接触）する。従って、不要な外部からの光が入り込むのを確実に
防ぐことができる（遮光効果）。
【００７９】
　なお、本実施形態では、ＤＳＰ２２と固体撮像素子２４とが、同じモジュール内に収容
されており、封止部２８が、配線基板２１上の各部材を封止している。つまり、カメラモ
ジュール１００ａは、いわゆるＣＳＰ（Chip Scale Package）構造である。このため、カ
メラモジュール１００ａを搭載したディジタルカメラ又はカメラ付き携帯電話等の電子機
器を小型化することができる。しかも、カメラモジュール１００ａでは、封止部２８は、
ＤＳＰ２２および固体撮像素子２４と、端子２１ａとを接続するワイヤ２７・２７も含め
て封止する。このため、カメラモジュール１００ａは、超小型化、超薄型化に適した構成
となっている。
【００８０】
　また、本実施形態では、封止部２８から露出した透光性蓋部２６を凸部、レンズホルダ
１２に形成された開口１２ｄを凹部として、これらが嵌合する構成である。しかし、凸部
と凹部とが逆になるような構成とすることもできる。
【００８１】
　また、図５には示されていないが、カメラモジュール１００ａでは、接点２９の表面も
封止部２８から露出している。これにより、透光性蓋部２６と開口１２ｄとの嵌合によっ
て、レンズユニット１ａの接点１２ｃと撮像ユニット２ａの接点２９とが接触して電気的
に接続される。
【００８２】
　＜カメラモジュール１００ａの撮像動作＞
　次に、このようなカメラモジュール１００ａの撮像動作について説明する。
カメラモジュール１００ａの撮像時には、まず、レンズユニット１ａにより、外部からの
光が、撮像ユニット２ａの受光面（撮像面）に導かれ、その受光面に被写体像が結像され
る。そして、その被写体像が、撮像ユニット２ａによって電気信号に変換され、その電気
信号に対し、各種処理（画像処理等）が施される。
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【００８３】
　ここで、カメラモジュール１００ａの最大の特徴は、レンズ１１の位置調整にある。
従来の固体撮像装置は、レンズ位置を調整するときに、レンズを保持したレンズホルダを
移動させており、レンズ自体を移動させるものではない。このため、レンズ位置を調整時
に位置調整部にかかる荷重が大きい。従って、レンズ位置の微調整は非常に困難であり、
レンズ位置の調整時の応答速度も遅く、レンズ位置の調整にかかる電力消費量も大きい。
【００８４】
　そこで、本実施形態のカメラモジュール１００ａは、電磁力の作用によりレンズ１１自
身を移動させることによって、レンズ１１の位置（レンズ１１と固体撮像素子２４との距
離）を調整する位置調整部を備えている。しかも、この位置調整部は、レンズホルダ１２
とは独立して、レンズ１１を移動させる。つまり、レンズ１１の位置調整に、レンズホル
ダ１２は関与しない。このため、レンズ１１の位置を調整するときに位置調整部に必要と
なる荷重（駆動力）は、小さくなる。従って、レンズ１１の位置を容易に微調整すること
ができる。それゆえ、レンズ１１の位置合わせ精度を高めることができる。さらに、レン
ズ１１の位置の調整時の応答速度を速めることもできるとともに、レンズ１１の位置の調
整にかかる電力消費量も、低減することができる。また、レンズ１１の位置合わせ精度を
高めることができるため、高速かつ高精度の焦点調整（オートフォーカス機能）およびズ
ーム機能を実現することができる。例えば、カメラモジュール１００ａは、２０～３０μ
ｍで合焦することができる。
【００８５】
　また、カメラモジュール１００ａでは、レンズホルダ１２に形成された開口１２ｄと、
透光性蓋部２６とが嵌合することによって、レンズホルダ１２が撮像ユニット２ａに固定
されている。つまり、レンズ１１の位置を調整するとき、レンズホルダ１２の移動は拘束
される。このため、カメラモジュール１００ａでは、レンズホルダ１２を移動させること
なく（レンズホルダ１２を固定した状態で）、レンズ１１の位置を変動させることになる
。つまり、カメラモジュール１００ａは、レンズ１１の位置を調整するために、従来のよ
うにレンズホルダ１２を移動させる必要がなく、位置調整部を備えさえすれば、レンズ１
１の位置を調整することができる。これにより、レンズ１１の位置の調整に必要な構成の
小型化、それに伴うカメラモジュール１００ａ自身の小型化も実現することができる。
【００８６】
　このように、カメラモジュール１００ａは、レンズホルダ１２の移動を拘束しつつ、電
磁力の作用によりレンズ１１自身を駆動して、レンズ１１の位置を調整することができる
。従って、レンズホルダ（レンズユニット全体）を駆動してレンズ位置を調整する従来の
構成とは異なる。
【００８７】
　より詳細には、本実施形態のカメラモジュール１００ａでは、位置調整部が、磁性体１
４およびコイル１５を備えている。このため、接点１２ｃを介してコイル１５に電流が供
給されると、コイル１５から磁界が発生する。コイル１５の近傍には、磁性体１４が設け
られているため、磁性体１４とコイル１５との間に電磁力が作用する。カメラモジュール
１００ａは、このような磁性体１４とコイル１５との間にはたらく電磁力の作用（引力）
または反作用（斥力）によって、レンズ１１の位置を調整することができる。電磁力の大
きさは（磁界の量）は、コイル１５に供給する電流量によって制御することができる。ま
た、電磁力の方向（磁界の方向）は、その電流の方向によって制御することができる。電
磁力の大きさは容易に制御することができる。従って、レンズ位置の微調整をより高精度
に行うことができる。
【００８８】
　しかも、カメラモジュール１００ａでは、位置調整部が、磁性体１４に連結された弾性
体１３をさらに備えている。そして、この弾性体１３によって、レンズ１１が保持されて
いる。このため、磁性体１４とコイル１５との間に電磁力が作用すると、それに連動して
、磁性体１４に連結された弾性体１３が伸縮する。その結果、弾性体１３に保持されたレ
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ンズ１１が、光軸上を上下に移動する。ここで、レンズ１１は、磁性体１４とコイル１５
との間にはたらく電磁力と、弾性体１３の弾性力（バネ応力）とが釣り合う位置まで移動
する。弾性体１３の弾性力は、弾性体１３の材料等によって定まり、予め求めることがで
きる。このため、その弾性力に応じて、電磁力を制御すれはよい。電磁力は、コイル１５
に供給される電流量によって、制御可能であり、コイル１５に供給する電流量は、外部信
号（外部からの電気信号）によって操作することができる。従って、レンズ１１の移動量
を容易に制御することができる。
【００８９】
　このようなレンズ１１の位置調整に関して、図２，図６（ａ）および図６（ｂ）を用い
て、カメラモジュール１００ａにおけるレンズ１１の位置調整についてより詳細に説明す
る。図２は磁性体１４に電磁力が作用しない状態，図６（ａ）は磁性体１４とコイル１５
との間に斥力方向の電磁力が作用した状態，図６（ｂ）は磁性体１４とコイル１５との間
に引力方向の電磁力が作用した状態を示す断面図である。
【００９０】
　図２のように、コイル１５に電流が供給されていない通常状態では、弾性体１３は伸縮
していない。
【００９１】
　一方、磁性体１４とコイル１５との間に斥力方向（上向き）の電磁力が作用すると、図
６（ａ）のように、磁性体１４はコイル１５から離れるのに伴い、弾性体１３が矢印で示
すように上向きに伸長する。その結果、レンズ１１が撮像ユニット２ａ（固体撮像素子２
４）から離れ、レンズ１１は通常状態よりも上方に移動する。これにより、焦点距離を長
くすることが可能となる。なお、焦点距離とは、レンズ１１の中心から固体撮像素子２４
の受光面までの距離である。
【００９２】
　また、磁性体１４とコイル１５との間に引力方向（下向き）の電磁力が作用すると、図
６（ｂ）のように、磁性体１４はコイル１５に近づくのに伴い、弾性体１３が矢印で示す
ように下向きに収縮する。その結果、レンズ１１が撮像ユニット２ａ（固体撮像素子２４
）に近づき、レンズ１１は通常状態よりも下方に移動する。これにより、焦点距離を短く
することが可能となる。
【００９３】
　このようにして、電磁力の作用に応じて、レンズホルダ１２とは独立してレンズ１１を
移動させることにより、レンズ１１の位置を調整することができる。磁性体１４に電磁力
が作用する方向および量は、コイル１５に供給する電流の方向および量によって変えるこ
とができる。これにより、レンズ１１の位置を容易に微調整することができる。また、磁
性体１４やコイル１５が、直接レンズ１１を駆動するため、レンズ１１の位置を調整する
位置調整部の構成を簡素化することができる。このため、カメラモジュール１００ａを軽
量化するとともに、レンズ１１の焦点合わせの応答や精度を高くすることもできる。
【００９４】
　なお、カメラモジュール１００ａは、レンズユニット１ａと撮像ユニット２ａとを別々
に製造した後、それらを組み合わせることによって製造することができる。具体的には、
例えば、レンズユニット１ａは、まず、樹脂成形によって製造したレンズホルダ１２を製
造する。樹脂成形の際には、レンズホルダ１２の底面（位置合わせ部１２ｂの底面）に接
点を形成するとともに、レンズホルダ１２に接点１２ｃに接続されるコイル１５を埋設す
る。そして、レンズホルダ１２の内周部に、レンズ１１を保持する弾性体１３、およびそ
の弾性体１３を保持する弾性体保持具１３ａに連結された磁性体１４を形成する。このよ
うにして、レンズユニット１ａを形成することができる。レンズユニット１ａは、レンズ
ユニット１ａを構成する各部材を接着、熱溶着、または一体成形によって形成することが
できる。
【００９５】
　一方、撮像ユニット２ａは、例えば、以下のようにして製造することができる。配線基
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板２１上にＤＳＰ２２を接着した後、さらにＤＳＰ２２上にスペーサ２３および固体撮像
素子２４を順に積層する。そして、ＤＳＰ２２のボンディングパッド（図示せず）と配線
基板２１の端子２１ａとをワイヤ２７によって、電気的に接続する。また、端子２１ａに
は、接点２９を接続する。
【００９６】
　カメラモジュール１００ａは、このようにして製造したレンズユニット１ａと撮像ユニ
ット２ａとを組み合わせて製造することができる。レンズユニット１ａと撮像ユニット２
ａとの位置合わせは、レンズホルダ１２の位置合わせ部１２ｂと、透光性蓋部２６表面（
封止部２８から露出した面）とにより行う。
【００９７】
　以下、カメラモジュール１００ａの別の構成例について説明する。
【００９８】
　＜別の構成例－１＞
　まず、図７，図８（ａ）および図８（ｂ）により、別の構成例－１を説明する。図７は
、レンズユニット１ｂとコイル３０を示す断面図であり、図８（ａ）は図７の構成におい
て磁性体１４とコイル３０との間に斥力方向の電磁力が作用した状態，図８（ｂ）は図７
の構成において磁性体１４とコイル３０との間に引力方向の電磁力が作用した状態を示す
断面図である。
【００９９】
　図２の構成では、レンズユニット１ａ（レンズホルダ１２）内に、コイル１５が設けら
れていた。しかし、図７，図８（ａ）および図８（ｂ）のように、コイル３０は、レンズ
ユニット１ｂの外部（例えば、前述の撮像ユニット２ａ）に設けられていてもよい。
【０１００】
　図７に示すレンズユニット１ｂは、図２のレンズユニット１ａからコイル１５および接
点１２ｃを除いた構成である。そして、図７の構成では、レンズユニット１ｂの外部に、
コイル３０が設けられている。なお、図７の一点鎖線は、レンズユニット１ｂとコイル３
０との境界を示している。
【０１０１】
　図７の構成でも、コイル３０は、磁性体１４の近傍に設けられているため、コイル３０
から発生する磁界は、磁性体１４に作用する。このため、前述の図６（ａ）および図６（
ｂ）と同様にして、電磁力の作用によりレンズ１１の位置を調整することができる。すな
わち、図７の構成において、磁性体１４とコイル３０との間に斥力方向の電磁力が作用す
ると、図８（ａ）のように、レンズ１１が通常状態よりも上方に移動し、焦点距離が長く
なる。一方、磁性体１４とコイル３０との間に引力方向の電磁力が作用すると、図８（ｂ
）のように、レンズ１１が通常状態よりも下方に移動し、焦点距離が短くなる。
【０１０２】
　このように、レンズユニット１ｂの外部（例えば撮像ユニット２ａ）にコイル３０を設
ければ、レンズホルダ１２にコイル１５および接点１２ｃをレンズホルダ１２に設けなく
てもよい。このため、レンズユニット１ｂの構成を簡素化することができ、レンズホルダ
１２を容易に製造することができる。また、前述した図６の構成では、コイル１５に電流
を供給するために配線（接点１２ｃ）が必要となる。しかし、図７の構成では、その必要
はない。
【０１０３】
　＜別の構成例－２＞
　次に、図９，図１０，図１１（ａ）および図１１（ｂ）により、別の構成例－２を説明
する。図９は、レンズ１１が磁性体１４に保持されたレンズユニット１ｃの断面図であり
、図９はレンズユニット１ｃの上面図であり、図１１（ａ）は図９の構成において磁性体
１４とコイル１５との間に斥力方向の電磁力が作用した状態，図１１（ｂ）は図９の構成
において磁性体１４とコイル１５との間に引力方向の電磁力が作用した状態を示す断面図
である。
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【０１０４】
　図２および図６では、レンズ１１が弾性体１３に保持されていた。しかし、図９，図１
０，図１１（ａ）および図１１（ｂ）のように、レンズ１１は、磁性体１４に保持されて
いてもよい。
【０１０５】
　また、図２および図６では、弾性体１３は、弾性体保持具１３ａを介して、磁性体１４
に連結されていた。しかし、弾性体１３が弾性体保持具１３ａを介さず、直接磁性体１４
に連結されていてもよい。つまり、弾性体１３と磁性体１４とが一体となっていてもよい
。これにより、位置調整部の構成を簡略化をすることができ、ひいてはカメラモジュール
の軽量化および低価格化を実現することができる。
【０１０６】
　レンズユニット１ｃでは、図９に示すように、レンズ１１の周囲（外縁）に環状の磁性
体１４がはめ込まれている。そして、その磁性体１４が、弾性体１３に保持されている。
弾性体１３は環状であり、その内側に磁性体１４を保持し、外側はレンズホルダ１２の内
側面に固定されている。また、レンズユニット１ｃでは、前述のような弾性体１３を保持
するための弾性体保持具１３ａ（図２参照）が不要である。このため、レンズ１１の位置
調整部の構成（オートフォーカス機構）の簡素化および軽量化を図ることができる。
【０１０７】
　なお、レンズユニット１ｃでも、レンズユニット１ａと同様に、磁性体１４の近傍のレ
ンズホルダ１２内部に、コイル１５が埋設されている。このため、位置調整部の小型化お
よび軽量化を実現することができる。さらに、小さな磁力でレンズ１１を移動させること
もできる。これにより、消費電流の削減できるとともに、漏洩する磁力も削減することが
できる。
【０１０８】
　このようなレンズユニット１ｃは、図１０の上面図に示すように、レンズ１１を中心と
して、その周方向に、磁性体１４，弾性体１３，レンズホルダ１２の順に配置された構成
となる。
【０１０９】
　ここで、図９，図１１（ａ）および図１１（ｂ）を用いて、レンズユニット１ｃにおけ
る焦点調整について説明する。図９のように、コイル１５に電流が供給されていない通常
状態では、弾性体１３は水平になっている。そして、磁性体１４とコイル１５との間に斥
力方向の電磁力が作用すると、図１１（ａ）のように、弾性体１３が、コイル１５から離
れる方向に伸長する。その結果、レンズ１１が通常状態よりも上方に移動する。これによ
り、焦点距離を長くすることが可能となる。一方、磁性体１４とコイル１５との間に引力
方向の電磁力が作用すると、図１１（ｂ）のように、弾性体１３が、コイル１５に近づく
方向に伸長する。その結果、レンズ１１が通常状態よりも下方に移動する。これにより、
焦点距離を短くすることが可能となる。
【０１１０】
　なお、レンズ１１の移動は、弾性体１３の弾性力と、電磁力とが釣り合ったところで停
止する。つまり、その弾性力と電磁力とが釣り合ったところに、レンズ１１の位置を変更
することができる。
【０１１１】
　＜別の構成例－３＞
　図１２（ａ）および図１２（ｂ）は、レンズユニット１ｃと撮像ユニット２ｃとが一体
構成されたカメラモジュール１００ｂの断面図である。カメラモジュール１００ｂは、レ
ンズユニット１ｃと撮像ユニット２ｃとが、封止部２８によって、一括して樹脂封止され
ている。つまり、カメラモジュール１００ｂでは、撮像ユニット２ｃだけでなく、レンズ
ユニット１ａまでもが封止部２８によって封止されている。カメラモジュール１００ｂは
、封止部２８がレンズユニット１ｃと撮像ユニット２ｃとを一括して封止する以外は、図
１のカメラモジュール１００ａと同様である。
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【０１１２】
　一方、図１２のカメラモジュール１００ｂのように、封止部２８が、レンズユニット１
ｃおよび撮像ユニット２ｃを一括して封止する構成では、レンズユニット１ｃと撮像ユニ
ット２ｃとが衝撃などにより、離れない。従って、カメラモジュール１００ｂの耐衝撃性
および耐環境性を向上させることができるという利点がある。
【０１１３】
　なお、「耐衝撃性」とは、カメラモジュール１００ｂの落下や衝撃、振動に起因する故
障率が減少することを示す。カメラモジュール１００ｂでは、特にパッケージの故障がな
くなる。
【０１１４】
　また、「耐環境性」とは、カメラモジュール１００ｂの保存時または使用時等に、特に
固体撮像素子２４への、湿気（水分）や粉塵の進入、化学物質および侵食性ガス等の侵入
を防ぐことができる。
【０１１５】
　＜別の構成例－４＞
　次に、図１３（ａ）に示すような押圧部材４ａによって、レンズユニット１ａと撮像ユ
ニット２ａとを、より強固に固定する構成について説明する。図１３（ａ）は、レンズホ
ルダ１２に固定された押圧部材４ａを示す斜視図であり、図１３（ｂ）および図１３（ｃ
）は、押圧部材４ａによって、レンズユニット１ａと撮像ユニット２ａとを固定する状態
を示す断面図である。
【０１１６】
　図１３（ａ）のように、レンズホルダ１２の周側部の略中央には、円盤状の押圧部材４
ａが固定されている。また、図１３（ｂ）および図１３（ｃ）のように、レンズユニット
１ａは、押圧部材４ａを介してレンズホルダ１２を支持する支持部４１を備えている。支
持部４１の形状は略直方体であり、上面及び下面の大きさが撮像ユニット２ａの上面及び
下面の大きさと略等しくなっている。支持部４１には、上下方向に貫通した略円形の貫通
孔４２が形成されており、貫通孔４２の直径は、レンズホルダ１２の直径よりも大きくな
っている。また、貫通孔４２の内周面の略中央には、貫通孔４２の内径より拡径された溝
４３が形成されている。レンズホルダ１２に固定された押圧部材４ａは、この溝４３に挿
入される。これにより、支持部４１の溝４３内に挿入された押圧部材４ａによって、レン
ズホルダ１２が支持される。なお、溝４３は、押圧部材４ａより若干大きく形成されてい
るため、レンズホルダ１２及び押圧部材４ａは、溝４３の軸心方向及び軸心と直交する平
面方向に溝４３内を若干移動することが可能となっている。
【０１１７】
　また、支持部４１の側面の略中央には、爪係合部４４が設けられている。爪係合部４４
は、支持部４１の側面の上下方向に形成された矩形状の溝である。撮像ユニット２ａの封
止部２８は、アーム部３１及び爪部３２が上方に伸びた構成となっている。爪係合部４４
は、このアーム部３１及び爪部３２と係合する。これにより、レンズユニット１ａと撮像
ユニット２ａとが固定される。また、爪係合部４４の上端部分は、撮像ユニット２ａの封
止部２８の先端に形成された爪部３２と係合させるために、若干深く溝が形成されている
。
【０１１８】
　これにより、図１３（ｃ）のように、レンズユニット１ａの爪係合部４４と、撮像ユニ
ット２ａの封止部２８におけるアーム部３１及び爪部３２との係合により、レンズユニッ
ト１ａと撮像ユニット２ａとが固定される。具体的には、撮像ユニット２ａにおける封止
部２８の上面と、レンズユニット１ａの支持部４１の下面（裏面）とが接する状態で固定
される。またこのとき、図１の構成と同様に、透光性蓋部２６とレンズホルダ１２の開口
１２ｄとが嵌合することによって、封止部２８から露出した透光性蓋部２６の外縁全域が
、レンズホルダ１２に覆われる。つまり、透光性蓋部２６の周囲が、レンズホルダ１２に
被覆される。そして、レンズホルダ１２の底面と、封止部２８の表面とが互いに接触（面
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接触）することによって、レンズホルダ１２と透光性蓋部２６との相対位置が固定される
。このとき、レンズホルダ１２の上端部分は、貫通孔４２から突出された状態である。一
方、レンズホルダ１２に固定された押圧部材４ａは、支持部４１に形成された溝４３より
上方に位置する状態で固定される。このため、レンズホルダ１２は、押圧部材４ａにより
下方向へ付勢され、強固に透光性蓋部２６に固定されることになる。
【０１１９】
　このように、図１３（ｃ）のカメラモジュール１００ｃでは、レンズユニット１ａが、
レンズホルダ１２に固定された押圧部材４ａと、その押圧部材４ａを支持する支持部４１
とを備えている。しかも、押圧部材４ａは、レンズユニット１ａと撮像ユニット２ａとを
固定したときに、レンズホルダ１２を透光性蓋部２６に押圧し、レンズホルダ１２の底面
と封止部２８の表面とが、互いに接触するようになっている。これにより、レンズユニッ
ト１ａを撮像ユニット２ａに強固に固定することができる。さらに、外部からの衝撃を押
圧部材４ａが吸収するため、衝撃からカメラモジュール１００ｃを保護することができる
。
【０１２０】
　なお、図１３（ａ）の押圧部材４ａは、開口を有さない板バネ、ワッシャなどの他、図
１３（ｃ）のようなパッキンなどからも構成できる。開口を有さない押圧部材４ａを用い
た場合、押圧部材４ａによって、不要な外部からの光が固体撮像素子２４に入り込むのを
確実に防ぐことができる。
【０１２１】
　一方、封止部２８から露出した透光性蓋部２６の外縁全域が、レンズホルダ１２によっ
て覆われており、レンズホルダ１２の底面と、封止部２８の表面とが互いに接触（面接触
）した構成では、不要な外部からの光が、固体撮像素子２４に入り込まない。このため、
図１４（ａ）のように開口を有する押圧部材４ｂ、図１４（ｂ）のようにバネ状の押圧部
材４ｃを用いることもでき、押圧部材の構成や材料に制約を受けなくなる。
【０１２２】
　図１５（ａ）および図１５（ｂ）は、図１３（ｂ）および図１３（ｃ）の構成において
、押圧部材４ａを図１４（ａ）の押圧部材４ｂに置き換えたカメラモジュール１００ｄの
断面図である。また、図１６（ａ）および図１６（ｂ）は、図１３（ｂ）および図１３（
ｃ）の構成において、レンズユニット１ａと撮像ユニット２ａとを、支持部４１と封止部
２８との螺子締めによって固定する構成に置き換えたカメラモジュール１００ｅの断面図
である。これらの構成でも、図１３（ｂ）および図１３（ｃ）の構成と同様の効果がある
。
【０１２３】
　一方、図１７（ａ）および図１７（ｂ）は、図１３（ｂ）および図１３（ｃ）の構成に
おいて、レンズユニット１ａをレンズユニット１ｂに、撮像ユニット２ａを撮像ユニット
２ｂに、それぞれ置き換えたカメラモジュール１００ｆの断面図である。また、図１８（
ａ）および図１８（ｂ）は、図１７（ａ）および図１７（ｂ）の構成において、押圧部材
４ａを押圧部材４ｂに置き換えたカメラモジュール１００ｇの断面図である。さらに、図
１９（ａ）および図１９（ｂ）は、図１６（ａ）および図１６（ｂ）の構成において、レ
ンズユニット１ａをレンズユニット１ｂに、撮像ユニット２ａを撮像ユニット２ｂにそれ
ぞれ置き換え、支持部４１と封止部２８との螺子締めによって固定するカメラモジュール
１００ｈの断面図である。これらの構成では、コイル３０が撮像ユニット２ｂに設けられ
ている。このため、図１７（ｂ）および図１９（ｂ）のようにレンズホルダ１２の底面（
位置合わせ部１２ｂ）と封止部２８とが接触する構成とすることもできるし、図１８（ｂ
）のように接触せず間隔Ｇを有する構成とすることもできる。これらの構成でも、図１３
（ｂ）および図１３（ｃ）の構成と同様の効果がある。
【０１２４】
　なお、本発明において、磁界を発生させるためのコイル１５は、磁性体１４に電界が作
用する位置であれば、特に限定されるものではなく、レンズユニットおよび撮像ユニット
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のいずれの位置に設けてもよい。また、電磁力の作用により、レンズホルダとは独立して
レンズを移動させることができれば、コイルと磁性体とを入れ替えた構成とすることもで
きる。
【０１２５】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても、本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２６】
　本発明は、カメラ付き携帯電話機，ディジタルスチルカメラ、セキュリティカメラ、携
帯電話用・車両搭載用・インタホン用のカメラ等、種々の撮像装置（電子機器）などにお
いて撮像を行うときに用いる固体撮像装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】本発明の一実施形態にかかるカメラモジュールの断面図である。
【図２】図１のカメラモジュールにおける、レンズユニットの断面図である。
【図３】（ａ）は、図１のカメラモジュールにおける、レンズユニットの外観の斜視図で
あり、（ｂ）は、同じく、レンズユニットの上面図である。
【図４】（ａ）は、図１のカメラモジュールにおける、レンズユニットの外観の斜視図で
あり、（ｂ）は、同じく、レンズユニットの裏面図である。
【図５】図１のカメラモジュールおける、レンズユニットの上面図である。
【図６】図６（ａ）は、図１のカメラモジュールにおいて、磁性体とコイルとの間に斥力
方向の電磁力が作用した状態，図６（ｂ）は、同じく、磁性体とコイルとの間に引力方向
の電磁力が作用した状態を示す断面図である。
【図７】別のレンズユニットを示す断面図である。
【図８】図８（ａ）は、図７のレンズユニットにおいて、磁性体とコイルとの間に斥力方
向の電磁力が作用した状態，図８（ｂ）は、同じく、磁性体とコイルとの間に引力方向の
電磁力が作用した状態を示す断面図である。
【図９】さらに別のレンズユニットの断面図である。
【図１０】図９のレンズユニットの上面図である。
【図１１】図１１（ａ）は、図９のレンズユニットにおいて、磁性体とコイルとの間に斥
力方向の電磁力が作用した状態，図１１（ｂ）は、同じく、磁性体とコイルとの間に引力
方向の電磁力が作用した状態を示す断面図である。
【図１２】図１２（ａ）は、レンズユニット１ｃおよび撮像ユニット２ｃが一括して封止
されたカメラモジュールの断面図であり、図１２（ｂ）は同じく上面図である。
【図１３】図１３（ａ）レンズホルダに固定された押圧部材を示す斜視図であり、図１３
（ｂ）および図１３（ｃ）は、その押圧部材によって、レンズユニットと撮像ユニットと
を固定するカメラモジュールを示す断面図である。
【図１４】図１４（ａ）～図１４（ｃ）は、それぞれ、別の押圧部材を示す上面図および
斜視図である。
【図１５】図１５（ａ）および図１５（ｂ）は、押圧部材によって、レンズユニットと撮
像ユニットとを固定する、別のカメラモジュールを示す断面図である。
【図１６】図１６（ａ）および図１６（ｂ）は、押圧部材によって、レンズユニットと撮
像ユニットとを固定する、さらに別のカメラモジュールを示す断面図である。
【図１７】図１７（ａ）および図１７（ｂ）は、押圧部材によって、レンズユニットと撮
像ユニットとを固定する、さらに別のカメラモジュールを示す断面図である。
【図１８】図１８（ａ）および図１８（ｂ）は、押圧部材によって、レンズユニットと撮
像ユニットとを固定する、さらに別のカメラモジュールを示す断面図である。
【図１９】図１９（ａ）および図１９（ｂ）は、押圧部材によって、レンズユニットと撮
像ユニットとを固定する、さらに別のカメラモジュールを示す断面図である。
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【図２０】特許文献１に記載のカメラモジュールの断面図である。
【図２１】特許文献２に記載のカメラモジュールの断面図である。
【符号の説明】
【０１２８】
　１ａ～１ｃ　レンズユニット（光学ユニット）
　２ａ～２ｃ　撮像ユニット
　４ａ～４ｄ　押圧部材
　１１　　　　レンズ
　１２　　　　レンズホルダ
　１２ａ　　　鏡筒部
　１２ｂ　　　位置合わせ部
　１２ｃ　　　接点
　１２ｄ　　　開口
　１３　　　　弾性体
　１４　　　　磁性体
　１５　　　　コイル
　２１　　　　配線基板
　２２　　　　ＤＳＰ
　２３　　　　スペーサ
　２４　　　　固体撮像素子
　２５　　　　接着部
　２６　　　　透光性蓋部
　２７　　　　ボンディングワイヤ
　２８　　　　封止部（樹脂封止）
　２９　　　　接点
　３０　　　　コイル
１００ａ～１００ｈ　　　カメラモジュール（固体撮像装置）
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】
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